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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

（敬称略）令和 2 年度佐賀市老人クラブ連合会 会長表彰

本庄校区老連 野中 　重好
本庄校区老連 江頭 　映子
本庄校区老連 田中 　房一
新栄校区老連 金武 　　隆
新栄校区老連 田中 　芳子
三瀬村老連 原 　　福美
循誘校区老連 秋富 　潤子
蓮池校区老連 今泉 多美子
蓮池校区老連 石丸 　克己
久保泉校区老連 山口 　保馬

兵庫校区老連 川副 　幹郎
兵庫校区老連 高取　 　勝
赤松校区老連 下村 　正身
赤松校区老連 緒方 眞智子
赤松校区老連 野口 　恭子
久保田町老連 堤 　　雅江
神野校区老連 本野 　好人
神野校区老連 松本 　光男
神野校区老連 野村 　公俊

老人クラブ育成功労者表彰

　優良老人クラブ表彰は、設立 10 年以上で日頃の活動が
優秀である単位老人クラブへ贈られます。

久保泉校区老連 下和泉 6 老人クラブ　緒方 　　弘
金立校区老連 めばえ会老人クラブ　保田 日出美

優良老人クラブ表彰

2 団体 19 名を表彰2 団体 19 名を表彰
顕著な功績たたえる顕著な功績たたえる

令和2年度佐賀市老連会長表彰式令和2年度佐賀市老連会長表彰式

　

令
和
2
年
度
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
が
、
市
老
連

会
長
表
彰
表
彰
式
に
つ
い
て
は
、
10
月
８
日

（
木
）、
ほ
ほ
え
み
館
３
階
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
19

名
、
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
2
ク
ラ
ブ
の
功
績

を
た
た
え
、
木
下
会

長
よ
り
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
の
皆
様
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
性
化
の
た
め
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

表彰式の様子表彰式の様子



佐 賀 市 老 連 第100号（2）令和3年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

古賀　一彦 高津万亀代 山田　明

　今年も副会長 3 名で協力し、木下会長をサ
ポートしてまいります。よろしくお願いします。

令和2年度佐賀市老人クラブ連合会
副会長あいさつ

　

佐
賀
市
老
連
だ
よ
り
１
０
０

号
が
ご
出
版
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
、
社
会
福
祉
活
動

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

本
市
の
高
齢
福
祉
の
推
進
に
大

い
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

佐
賀
市
で
は
、
２
０
２
５
年

に
は
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
75

歳
を
迎
え
、
高
齢
化
率
が
約

30
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る

時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
な
「
佐

賀
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
て
お
り
、
２
０
２
５

年
の
目
指
す
姿
を
『
住
み
慣
れ

た
地
域
で
支
え
合
い
、
自
分
ら

し
く
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

ま
ち
』
と
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
も
と
、
各
種
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
お
よ
び

行
政
等
が
協
働
し
、
健
康
、
予
防
、

生
活
支
援
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
様
の
活
動
は
、
地
域

で
元
気
に
活
躍
す
る
場
と
し
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在

で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活

か
し
、
地
域
社
会
の
核
と
な
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
展
開
さ
れ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
力
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
は
な
り
ま
す
が
、
貴

連
合
会
が
こ
の
１
０
０
号
発
行

と
い
う
節
目
を
契
機
に
さ
ら
な

る
ご
発
展
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様

「
佐
賀
市
老
連
だ
よ
り
１
０
０
号
」出
版
記
念 

祝
辞佐

賀
市
長　

秀
島
　
敏
行

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

�

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
期
待

の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

か
ら
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い

た
し
ま
す
。



佐 賀 市 老 連（3）第100号 令和3年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

木
下
　
治
紀

「
辛
か
の
と
う
し丑
」希
望
が
芽
生
え
る
一
年
に

　

２
０
２
１
年
の
干
支
で
あ
る

「
丑
（
う
し
）」
と
い
う
字
の
成
り

立
ち
を
み
る
と
「
丑
」
と
い
う
字

は
、
手
の
指
を
曲
げ
て
物
を
握
る

様
子
を
表
し
た
象
形
文
字
で
、
つ

か
む
、
か
ら
む
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
糸
へ
ん
に
丑
と
書
く

「
紐
」
に
そ
の
意
が
う
か
が
え
ま

す
。
中
国
の
『
漢
書
』
で
は
「
丑
」

は
曲
が
る
、
ね
じ
る
と
い
う
意
味

を
持
ち
、
芽
が
種
子
の
内
部
で
伸

び
き
ら
な
い
状
態
を
表
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
伝
来
の

十
二
支
は
、
も
と
も
と
植
物
が
循

環
す
る
様
子
を
表
し
て
い
る
の

で
、
十
二
支
の
２
番
目
に
、
芽
が

種
子
の
内
部
で
伸
び
き
ら
な
い
状

態
を
表
す
「
丑
」
が
く
る
の
で
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
３
密
を
避
け
て
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
徹
底

し
、
活
動
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
の
全
国
三
大
運
動
と
し
て
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」が
あ
り
ま
す
が
、

大
き
な
柱
と
し
て
、
ま
ず
は
健
康

で
す
。
何
事
に
も
自
分
の
健
康
が

第
一
で
す
。健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
、

友
愛
・
奉
仕
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

自
分
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
友
達
は

す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な

が
健
康
に
な
れ
ば
と
考
え
る
と
、

老
人
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
さ
ら
に

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
基
本
は
、
単
位

ク
ラ
ブ
の
活
動
で
す
。
単
位
ク
ラ

ブ
内
で
仲
間
を
つ
く
り
、
楽
し
く

老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
、
健
康
増

進
に
も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
広
報
紙
「
佐
賀
市
老

連
だ
よ
り
」
も
今
号
で
１
０
０
号

を
迎
え
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
長

い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
、
記

念
す
べ
き
１
０
０
号
に
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
佐

賀
市
老
連
の

ま
す
ま
す
の

発
展
を
祈
念

し
ま
し
て
新

年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し

ま
す
。

令和 2 年度佐賀市老連 役員・理事名簿
役　職 氏　名 校　区
会　長 木下 　治紀 高木瀬

副会長
古賀 　一彦 西川副
山田 　　明 金　立
高津 万亀代 西与賀

常務理事 中野 　公利 北川副

理　事

徳久 　定雄 勧　興
枝永 　一馬 循　誘
内田 　健一 神　野
福井 　章司 赤　松
江口 　　衛 西与賀
塚本 　三男 本　庄
中島 　和雄 北川副
生三 　紀昭 巨　勢
今泉 多美子 蓮　池
役野 　　巌 兵　庫
井上 　辰男 久保泉
山田 　　明 金　立
木下 　治紀 高木瀬
吉田 功太郎 鍋　島
北川 　英俊 嘉　瀬
青木 　昭生 新　栄

役　職 氏　名 校　区

理　事

井上 　福雄 若　楠
柿内 　紀大 諸　富
松崎 　逸夫 大　和
古川 　一男 富　士
田中 　欽二 三　瀬
山下 　英憲 南川副
古賀 　一彦 西川副
江口 　善己 中川副
碇 　　和也 東与賀
山田 　末男 久保田

女性理事

高津 万亀代 西与賀
田中 　富枝 兵　庫
時尾 久美子 嘉　瀬
枝吉 千年世 高木瀬
酒井 トシ子 西川副
川副 　明子 新　栄
村山 栄美子 東与賀

監　事 寺町 　正之 勧　興
谷口 　一男 金　立

事務局長 中野 　公利 北川副
事務局 長尾 由紀子 兵　庫



佐 賀 市 老 連 第100号（4）令和3年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
在

の
課
題
は
「
会
員
減
少
」
で
あ
る
。

高
齢
者
の
人
口
が
増
加
し
、
高
齢

化
率
は
２
０
２
０
年
に
30
％
台

に
な
っ
た
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

加
入
者
は
伸
び
て
い
な
い
。
佐
賀

県
内
で
は
、
約
10
年
で
２
万
人
以

上
の
会
員
が
減
少
し
、
19
年
度
末

に
は
、
三
養
基
郡
基
山
町
連
合
会

が
解
散
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

定
年
延
長
や
趣
味
の
多
様
化
な

ど
の
原
因
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
平
成
22
年
に

７
万
７
３
９
９
人
だ
っ
た
会
員

数
が
、
令
和
2
年
４
月
１
日
現

在
で
５
万
３
７
８
９
人
に
減
り
、

ピ
ー
ク
だ
っ
た
時
の
約
６
割
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
ク
ラ
ブ

数
も
２
０
０
以
上
が
減
少
し
て

お
り
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い

る
。

　

町
連
合
会
が
解
散
し
た
基
山

町
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
高
齢
者

組
織
が
17
の
自
治
区
の
全
て
に

あ
っ
た
が
、
解
散
時
点
で
町
連
合

会
に
所
属
し
て
い
た
の
は
４
区

だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
町
単
位

の
行
事
な
ど
の
負
担
が
一
部
に

集
中
し
、
連
合
会
役
員
は
高
齢
者

代
表
と
し
て
会
議
に
出
席
す
る

機
会
も
多
く
「
負
担
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
た
」（
町
福
祉
課
担
当
者
）

と
い
う
。

　

佐
賀
県
内
で
最
多
の
会
員
が
所

属
す
る
佐
賀
市
老
連
も
、
こ
の
10

年
で
約
６
千
人
が
減
り
、
29
校
区

中
、
日
新
、
開
成
、
大
詫
間
老
連

が
活
動
を
休
止
し
て
い
る
。
加
入

率
が
最
も
高
い
の
は
三
瀬
の
74
・

2
％
で
、
最
も
低
い
の
は
北
川
副

の
３
・
63
％
。
10
年
前
と
比
較
す

る
と
新
規
会
員
を
加
入
さ
せ
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
中
野
事
務
局
長
は
「
個
人
的

な
活
動
に
軸
足
が
置
か
れ
、
誘
っ

て
も
加
入
に
結
び
つ
き
づ
ら
い
」

「
老
人
ク
ラ
ブ
が
担
う
高
齢
者
の

互
助
機
能
や
地
域
の
安
全
活
動

に
影
響
が
出
か
ね
な
い
」
と
危
機

感
を
強
め
て
い
る
。

　

会
員
減
少
の
課
題
の
一
つ
に

は
、
会
長
や
会
計
な
ど
役
員
の

な
り
手
不
足
が
あ
る
。
平
成
29
年

に
市
老
連
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
会
員
増
強
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
理
由
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
「
老
人
と
い
う
言
葉
に
抵

抗
が
強
い
」「
役
員
が
回
っ
て
く

る
の
を
嫌
が
っ
て
い
る
」
な
ど
の

回
答
が
あ
っ
た
。
熱
心
な
会
長
が

亡
く
な
り
、
後
任
が
見
つ
か
ら
ず

に
解
散
し
た
校
区
も
あ
り
、
市
老

連
で
は
副
会
長
を
置
く
こ
と
を

勧
め
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で

育
成
に
努
め
た
り
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
ク
ラ
ブ

の
活
動
も
例
年
に
比
べ
て
限
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
方
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
「
飲
ん
で
、
食

べ
て
、
し
ゃ
べ
る
」
機
会
を
つ
く

る
こ
と
が
厳
し
い
時
代
。
そ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、
現
役
時
代
と
は

異
な
る
友
人
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
つ
く
る
こ
と
が
心
の
支
え
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
方
に
さ
ら
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
心
を

寄
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
会
員
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
ク
ラ

ブ
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

令
和
2
年
11
月
13
日
付
の
佐
賀
新
聞
で
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
減
少
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
、

佐
賀
市
老
連
の
中
野
事
務
局
長
が
老
人
ク
ラ
ブ

の
現
状
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
や
地
域
貢
献
の
た
め
に
も
、
今
一

度
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
を
地
域
に
広
め
、

会
員
減
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
員
減
少
に
歯
止
め
を



佐 賀 市 老 連（5）第100号 令和3年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

先
日
の
佐
賀
新
聞
で
、
県
内
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
こ
の
10
年
間

で
２
万
人
以
上
減
少
し
た
と
取
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
は

１
９
６
２（
昭
和
37
）年
、
１
２
０

名
余
り
で
結
成
さ
れ
ま
し
て
、

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
は

４
５
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、

右
肩
下
が
り
で
、
今
年
４
月
時
点

で
２
７
３
名
と
な
り
、
17
年
の
間

会
員
減
の
影
響

伊
万
里
市

�

Ｓ
・
Ｈ
（
81
）

　

佐
賀
新
聞
で
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

減
少
記
事
（
11
月
13
日
付
）
を
読

ん
で
「
な
ん
で
！
」
と
。
高
齢
者

の
人
口
が
増
え
る
中
、
地
域
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
語
り
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
に
も
参
加
す
る
の
が
、
私
は
体

の
た
め
に
も
一
番
い
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

大
正
生
ま
れ
の
母
が
地
域
の

方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
の
で
仕
事
を
辞
め
て
す
ぐ
、
い

ろ
い
ろ
な
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と

恩
返
し
の
つ
も
り
で
参
加
し
て
い

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
減
少

嬉
野
市
塩
田
町

�

Ｔ
・
Ｈ
（
76
）

ま
す
。
一
生
に
一
度
く
ら
い
は
、
人

の
た
め
に
な
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

　

11
月
11
日
、
佐
賀
市
で
佐
賀
県

老
連
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が

あ
り
ま
し
た
。
県
内
19
地
区
の

方
々
か
ら
地
元
で
の
活
動
報
告
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

個
人
で
も
い
ろ
い
ろ
と
趣
味
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し

て
、
人
生
一
度
き
り
、
皆
様
と
一

緒
に
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
行

事
に
参
加
し
て
老
後
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
私
は
今
が
一
番
幸
せ
で

す
。

令
和
2
年
12
月
12
日
佐
賀
新
聞

�

「
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
」掲
載

に
１
８
２
名
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

減
少
要
因
に
、
私
の
町
も
過
疎

が
進
み
、
後
継
者
不
足
に
。
高
齢

者
の
就
労
や
定
年
退
職
者
の
再
雇

用
制
度
の
普
及
な
ど
で
、
適
齢
該

当
者
が
会
員
物
故
者
の
数
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
ず
、
自
然
減
に
つ

な
が
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
会
員

減
に
よ
り
財
源
不
足
が
生
じ
、
会

の
活
動
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
安
易
に
会
費
の
値

上
げ
で
解
決
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

支
出
削
減
の
苦
肉
の
策
と
し
て
、

市
老
連
主
催
の
事
業
に
人
員
制
限

し
て
参
加
。
そ
し
て
支
援
事
業（
支

部
活
動
費
・
趣
味
活
動
費
）
や
役

員
報
酬
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
、
市
老
連
あ
っ
せ

ん
に
よ
る
物
品
販
売
が
始
ま
り
、

そ
の
手
数
料
が
貴
重
な
財
源
と
な

り
助
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、

物
品
の
注
文
・
配
達
は
支
部
理
事

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
労
務
負
担
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
一
環
か
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

悩
み
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
に
ご
賛
同
を

さ
れ
て
、
１
人
で
も
多
く
の
方
が

入
会
さ
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
21
日
佐
賀
新
聞

　

�

「
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
」掲
載

総合計 クラブ数 269／会員数10,594名

令和2年度佐賀市老人クラブ連合会会員数
【旧佐賀市 クラブ数・会員数】

校　区 クラブ数 会員数
勧　興 15 429 
循　誘 5 202 
神　野 5 270 
赤　松 3 80 
日　新 0 0 
西与賀 8 369 
本　庄 9 308
北川副 6 133
巨　勢 7 301 
蓮　池 4 180 

校　区 クラブ数 会員数
兵　庫 12 443 
久保泉 10 259 
金　立 8 317
高木瀬 8 397
鍋　島 14 451
嘉　瀬 17 590
新　栄 6 273
若　楠 5 299
開　成 0 0
旧佐賀市

計 142 5,301

【旧郡部 クラブ数・会員数】
校　区 クラブ数 会員数

諸　富 24 1,305
大　和 16 668
富　士 12 640
三　瀬 8 379
南川副 11 379
西川副 9 382
中川副 13 462
大詫間 0 0
東与賀 16 542
久保田 18 536
旧郡部

計 127 5,293

今
回
の
佐
賀
新
聞
の「
会
員
減
少
」の
記
事
に
対
し
、読
者
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
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佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
22
年
度
年
度

活

動

紹

介

　

こ
の
た
び
、
日
頃
の
活
発
な
友

愛
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
佐

賀
市
老
連
が
全
老
連
「
２
０
２
０

活
動
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
佐
賀
市
老
連
で

登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル

パ
ー
は
４
１
３
名
で
し
た
。
今
後

も
地
域
の
た
め
に
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
21
日
（
月
）、
佐
賀
城
内

公
園
に
て
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
の
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
佐
賀
市
交
通
対

策
協
議
会
よ
り
佐
賀
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
へ
反
射
タ
ス
キ
４
０
０

本
と
、
反
射
シ
ー
ル
千
枚
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　７月 31 日（金）、佐賀市老連女性
理事 7名が、交通安全マスコット作
りの準備をはじめ、10 月８日の佐賀
市老連大会での演芸発表に向けて、踊
りの練習を行いました。

　

９
月
４
日
（
金
）、
佐
賀
市
自

治
会
協
議
会
の
理
事
会
が
行
わ

れ
、
佐
賀
市
老
連
か
ら
5
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
理
解
と
、
未
設
置

地
域
へ
老
人
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
へ
の
要
請
は
今
回
で
4

回
目
と
な
り
、
自
治
会
長
が
60
歳

以
上
の
方
で
あ
れ
ば
老
人
ク
ラ
ブ

に
加
入
す
る
こ
と
。
自
治
会
の
中

の
未
加
入
高
齢
者
に
対
し
て
加
入

促
進
を
促
す
こ
と
と
し
「
１
自
治

会
１
老
人
ク
ラ
ブ
」
を
目
指
し
て

協
力
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

活
発
な
友
愛
活
動
で
受
賞

全
老
連
２
０
２
０
活
動
賞

新
設
ク
ラ
ブ
設
立
等
を
要
請

佐
賀
市
自
治
会
協
議
会
へ

女性部長会議

秋の交通安全県民運動出発式

発表に向け踊りを練習発表に向け踊りを練習

　

９
月
10
日
（
木
）、
佐
賀
市
老

連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
約
２
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
26
校
区
老
連
お
よ
び
佐
賀

グラウンド・ゴルフ大会

《優　勝》循誘校区老連� 196打
《準優勝》兵庫校区老連� 198打
《第 3位》久保泉校区老連� 200打
《第 4位》大和町老連� 200打
《第 5位》金立校区老連� 201打
《第 6位》西与賀校区老連� 203打
《第 7位》巨勢校区老連� 206打
《第 8位》本庄校区老連� 209打

※�上位チームは、10月27日（火）
開催の県老連大会へ出場しました

【大会結果】

県大会へナイスショット県大会へナイスショット

市
老
連
理
事
や
女
性
理
事
の
チ
ー

ム
を
含
む
計
28
チ
ー
ム
は
、
県
大

会
出
場
を
目
指
し
て
、
日
頃
磨
い

た
腕
前
を
発
揮
し
ま
し
た
。

みんなの思いやりでみんなの思いやりで
守れる命守れる命
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10
月
16
日
（
金
）、
マ
リ
タ
ー
レ

創
世
に
お
い
て
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
催
し
、
26
校
区
老
連
よ

り
各
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
津
女
性
部
長
、
木
下
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
徐
福
長
寿
館

で
健
康
講
座
を
行
う
立
川
惠
子
氏

を
招
き
健
康
講
座
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
賀
市
老
連

の
中
野
事
務
局
長
よ
り
市
老
連
の

現
状
の
説
明
が
あ
り
、
６
班
に
分

か
れ
討
議
と
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
（
金
）、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

用
お
よ
び
追
突
事
故
の
防
止
を
図

る
た
め
、
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
例
年
と
場
所
を
変
更

し
「
ゆ
め
マ
ー
ト
与
賀
町
」
に
て
、

佐
賀
市
老
連
女
性
部
長
と
佐
賀
市

交
通
対
策
協
議
会
が
協
力
し
て
、

チ
ラ
シ
と
一
緒
に
手
作
り
の
マ
ス

コ
ッ
ト
約
４
０
０
個
を
配
布
し
ま

し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
４
０
０
個
配
布

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ペタンク大会

女性リーダー研修会
　

10
月
15
日
（
木
）、
佐
賀
市
民
運

動
広
場
に
て
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開

催
し
、
各
校
区
老
連
よ
り
１
チ
ー

ム
３
名
、
計
45
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

Ａ
パ
ー
ト
と
Ｂ
パ
ー
ト
に
分
か

れ
６
コ
ー
ト
で
熱
戦
を
展
開
し
、

最
後
は
各
パ
ー
ト
の
１
位
が
対
決

し
て
総
合
優
勝
を
決
め
ま
す
。
今

大
会
で
は
、勧
興
校
区
老
連
Ｂ
パ
ー

ト
が
見
事
、
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

▶佐
賀
市
老
連
女
性
部

で
心
を
込
め
て
作
成

し
た
交
通
安
全
マ
ス

コ
ッ
ト

高津女性部長
あいさつ

勧興校区老連 B が頂点勧興校区老連 B が頂点

6 班で活発に討議6 班で活発に討議

《総合優勝》
勧興校区老連Ｂパート

Aパート
優　勝 金立校区老連
準優勝 西川副校区老連
第 3位 中川副校区老連

Bパート
優　勝 勧興校区老連
準優勝 嘉瀬校区老連
第 3位 新栄校区老連

　

10
月
20
日
（
火
）、
佐
賀
市
議
会

大
会
議
室
に
て
、
佐
賀
市
議
会
文

教
福
祉
委
員
会
と
佐
賀
市
老
連
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
も
実
施
し
、
約
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
も
現
在
、
佐
賀
市
老
連

が
直
面
し
て
い
る
会
員
減
少
や
補

助
金
の
問
題
な
ど
を
議
題
に
話
し

合
い
、
市
議

会
文
教
福
祉

委
員
会
の
皆

さ
ん
に
佐
賀

市
老
連
の
現

状
を
深
く
理

解
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
老
連
の
諸
問
題
を
報
告

ツ
の
中
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
次
い
で
人

気
が
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
年
々

競
技
人
口
も
増
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
の
意
見
交
換
会
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11
月
24
日
（
火
）、
佐
賀
市
老

連
女
性
理
事
と
事
務
局
長
が
施
設

訪
問
を
行
い
、
金
立
町
の
「
介
護

老
人
保
健
施
設
き
り
ん
」
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

女
性
部
長
26
名
は
参
加
せ
ず
、
代

表
し
て
７
名
の
女
性
理
事
が
慰
問

の
際
、
洗
剤
と
タ
オ
ル
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
友
愛

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

11
月
18
日
（
水
）、
夢
の
里
兵
庫

に
て
初
の
女
性
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
、
各
校
区
老
連
よ

り
52
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、Ａ
と
Ｂ
（
イ

ン
・
ア
ウ
ト
）
の
２
コ
ー
ス
あ
り
、

18
ホ
ー
ル
を
ま
わ
る
競
技
で
す
。

３
密
を
避
け
て

行
え
る
た
め
、

参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
の
び
の

び
と
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
（
金
）、
佐
賀
市
民

運
動
広
場
で
交
通
安
全
教
育
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

24
校
区
老
連
の
代
表
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
８

ホ
ー
ル
中
、
１
・
２
・
３
番
ホ
ー
ル

に
は
信
号
機
や
交
通
標
識
を
設
置

し
、
プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
交
通
標

識
へ
の
理
解
と
事
故
防
止
へ
の
意

識
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

《
設
置
し
た
３
種
類
の
交
通
標
識
》

第
１
ホ
ー
ル�

横
断
歩
道
通
行
違
反

第
２
ホ
ー
ル�

路
側
帯
通
行
違
反　

第
３
ホ
ー
ル　

�

横
断
禁
止
進
入
違
反

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
22
年
度
年
度

活

動

紹

介

3 種の交通標識で意識向上

優　

勝　

巨
勢
校
区
老
連�

１
９
４
打

準
優
勝　

兵
庫
校
区
老
連�

１
９
５
打

第
３
位　

西
与
賀
校
区
老
連�

１
９
５
打

第
４
位　

諸
富
町
老
連�

１
９
６
打

第
５
位　

大
和
町
老
連�

１
９
８
打

第
６
位　

循
誘
校
区
老
連�

１
９
９
打

第
７
位　

蓮
池
校
区
老
連�

２
０
１
打

第
８
位　

久
保
田
町
老
連�

２
０
４
打

第
９
位　

勧
興
校
区
老
連�

２
０
７
打

第
９
位　

南
川
副
校
区
老
連�

２
０
７
打

【大会結果】

優　

勝 

千
住　

菊
江�

57
打（
兵　

庫
）

準
優
勝 

岩
打
ト
シ
子�

58
打（
嘉　

瀬
）

第
３
位 

岡
村
由
美
子�

58
打（
巨　

勢
）

第
４
位 

永
田
さ
え
子�

58
打（
勧　

興
）

第
５
位 

植
田　

惠
子�

60
打（
循　

誘
）

第
６
位 

高
島　

忍　

�

61
打（
久
保
泉
）

第
７
位 

山
中　

待
子�

61
打（
巨　

勢
）

第
８
位 

前
田　

典
子�

63
打（
諸　

富
）

第
９
位 

西
村
美
恵
子�

63
打（
嘉　

瀬
）

第
10
位 

光
冨　

雅
子�

64
打（
勧　

興
）

【大会結果】敬称略

交通安全教育グラウンド・ゴルフ大会

3
密
避
け
楽
し
く
プ
レ
ー

女
性
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

実践に生かす介護体験

高齢者訪問支援活動
推進員養成講座

　11月６日（金）、佐賀
県在宅生活サポートセン
ターにて、令和２年度高
齢者訪問支援活動推進員
養成講座が開催され、佐
賀市老連から 37名が参
加しました。
　この講座は毎年、佐賀
県老連が主催しており、
今回は、介護用品の紹介
や在宅での介護設備の体
験などを行い、訪問支援
の際に役立つ貴重な情報
を得ることができました。

施設訪問

女性理事がタオル寄贈女性理事がタオル寄贈
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

11
月
25
日
（
水
）、
佐
賀
勤
労

者
体
育
館
に
て
、
本
年
度
２
回
目

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
と
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
各
校
区
よ
り
２
名
が
参
加

し
、
３
密
を
避
け
て
①
い
ご
て
だ

ま
②
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
③
ボ
ッ

チ
ャ
の
3
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

3
種
目
の
魅
力
を
堪
能

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

・  3 月 初旬 （ 4 月〜 6 月期教室）
・  6 月 初旬 （ 7 月〜 9 月期教室）
・  9 月 初旬 （10 月〜12 月期教室）
・12月 初旬 （ 1 月〜 3 月期教室）

募集時期

受講内容 文書作成、表計算、インターネット

受講料は 3 カ月分で 10,000 円
と、資料代の 3,000 円（税別）
が必要です。

受講料

高齢者パソコン教室生徒募集中

佐賀市老人クラブ連合会 TEL 32-2561
（連絡先）

　県老連会長表彰の
表彰式は、当初７月
17 日（金）に実施
予定でしたが、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため中止し、12 月
１日（火）に佐賀県在宅生活サポートセンター会議
室にて行われました。

　県老連女性リーダー研
修会が11月11日（水）、
佐賀県在宅生活サポート
センターいきいき館にて
行われ、10市９町より計38名が参加しました。
　講演では、元気象庁佐賀気象台長の溝上良雄氏よ
り「防災予防」を題材にお話しいただきました。

グラウンド・ゴルフ大会

女性リーダー研修会

県老連会長表彰

　10 月 27 日（火）、佐賀市民運動広
場にて県老連グラウンド・ゴルフ大会
が開催され、佐賀県内の老連より 310
名の強者が集いました。

　今年度は、コロ
ナ禍で大会の開催
が危ぶまれました
が、当日は３パー
トに分かれ皆さん
元気にプレーしま
した。

◆Ａパート ( 黄色 )
準優勝　旭　　光信 佐賀市西与賀� 32 打
第４位　石橋　保儞 佐賀市大和� 35 打

◆Ｂパート ( 緑色 )
第５位　西山　三郎 佐賀市本庄� 34 打
第８位　野口　正凱 佐賀市巨勢� 37 打

◆Ｃパート ( 赤色 )
優　勝　寺町　　剛 佐賀市循誘� 32 打
第３位　谷口　一男 佐賀市金立� 34 打
第７位　秋富　泰良 佐賀市循誘� 35 打

佐
賀
市
老
連
入
賞
者（
敬
称
略
）

川副　幹郎　　兵庫校区老連
角田　研三　　本庄校区老連

� （敬称略）

老人クラブ育成功労者表彰
渡辺　景子　　神野校区老連

永年勤続表彰

久野　絹子　　鍋島校区老連

感謝状

県県老老連連活活動動紹紹介介令和2年度令和2年度

狙い定め目指せ高得点！
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令
和
2
年
度
の
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
「
祝
１
０
０
号

記
念
特
別
企
画
」
と
し
て
、
佐
賀
市
老
連
お
よ
び
26
校
区
老

連
の
活
動
を
た
く
さ
ん
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
ま
た
以
前
の
よ
う
に
、
み
ん
な
で

楽
し
く
活
動
で
き
る
日
を
願
い
ま
し
ょ
う
!!

佐
賀
市
老
連
＆
26
校
区
老
連

楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

祝100号記念祝100号記念
特別企画特別企画

目
指
そ
う

目
指
そ
う

　

健
康
長
寿

　

健
康
長
寿

佐賀市老連活動

　囲碁・将棋の愛好家が集い、4
回戦の熱戦を展開。スイス方式
により結果を判定しています。
あなたも参加してみませんか。

囲碁・将棋大会
　女性会員によるグラウンド・
ゴルフ大会です。男性会員は
コートの設営や運営でサポー
トしてもらっています。

女性グラウンド・ゴルフ大会

　今年度は開催ができま
せんでしたが、根強い人
気がある競技です。今後
も大会開催を継続してい
きたいと思っています。

ゲートボール大会

　ニュースポーツ
の一つで、ペタン
クのさらなる普及
のため大会を開催
しています。皆さ
ん楽しんでいます。

ペタンク大会

　毎回様々な
ニュースポー
ツを行うこと
が で き ま す。
やってみなけ
れば分からな
い面白さをぜ
ひ体験してみ
てください。

ニュースポーツ
体験講習会

女性部交通安全
街頭キャンペーン

　佐賀市交通対策協議会と一
緒に大型商業施設で交通安全
啓発活動を行っています。女性
部が手作りしたマスコットと
一緒に資料を配り、街頭で交通
事故防止を呼びかけています。

　今年度、初開催の女
性部パークゴルフ大会。
コロナ禍でなかなか活
動ができなかった時期
に新たな行事を実施す
ることができ、女性部
も非常に喜んでいます。
今後も楽しく続けてい
きたいと思います。

女性部パークゴルフ大会

　毎年 10 月頃、校区老連女性部長
等のリーダーを対象に研修会を開催
しています。各校区老連の活動内容
や、体験を互いに発表し、校区に持
ち帰って活動の参考にしています。

女性リーダー研修会
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　10 月 2 日（金）、西神野運動広場にてグラウンド・
ゴルフ大会を開催しました。当日は、天候に恵まれ、
90 名 (14 チーム ) が参加し、晴れ渡った青空の下で
プレーを楽しみました。非会員の方との交流や、当ク
ラブのＰＲもでき、大変有意義な大会でした。

【昔遊び交流会】
　毎年、小学１年生と老人クラブとの昔遊びを通じて交流会を行っ
ています。
　お手玉、あやとり、おはじき、竹とんぼ、ビー玉、こま回し、た
こあげ、車輪回し等、老人クラブの会員が童心に帰り、交流を通し
て脳の活性化を図っています。
　高齢者と同居している子どもは手際も良く、家族でのふれあいが
目に浮かびます。核家族の子どもたちも何回も繰り返しながらでき
た時は大喜び。交流会で経験したことが成長するにつれ、人生の糧
になり、心優しい立派な大人になって欲しいと願っています。

　「百までキバロー
会」では、毎週火曜
日 9 時半から 11 時
まで、懐かしい童謡
を歌いながらダンベ
ル体操で筋力アップ
に 取 り 組 ん で い ま
す。コロナ禍で心身

が萎縮しがちな時こそ長寿会活動を通じて励まし、
支え合うことが大切です。毎回、大いに盛り上がり、
会員の皆さんの楽しみになっています。もちろん、
マスクの着用、手指消毒、検温、三密回避も徹底し
ています！

【グラウンド・ゴルフ大会】
　コロナ禍で、諸行事が中止となり、閉じこもりが
ちになる時こそ、長寿会行事
の推進が重要と考え、体育部
を中心に毎月第 4 土曜日 8
時半から循誘小学校庭でグラ
ウンド・ゴルフを楽しんでい
ます。マスク着用・手指消毒、
検温実施、三密回避を徹底し
ており、写真は 9 月のプレ
大会の一場面です。

　勧興校区老連では、老人クラブの活動
を活発に実施しています。例会では、出
前講座の活用、ジャンケン大会、ペタン
ク大会、グラウンド・ゴルフ大会等を行い、
毎回多くの方が参加しています。今年度
の高齢者スポーツ大会は地域の各種団体
と一緒になって開催しました。

勧興校区老連

神野校区老連

西与賀校区老連

　西城内わかくす会は、毎月第 2 木曜日
午前 10 時より西城内公民館にて集会を
開いています。「民謡」と「吹き矢・輪投げ」
を月ごとに交互に練習しています。

赤松校区老連

26 校区老連活動循誘校区老連  大財北部長寿会

本庄校区老連 満穴老人クラブ　このたび優良老人クラブ表彰をいただきました。活
動の一部をご紹介します。第 1・第 3 木曜日は廃品回
収のため、町内の玄関先の廃品物を軽トラックで収集
し、缶やビン類の選別作業を行っています。10 月は
ＧoＴo トラベルを利用して日帰り旅行を行い、費用
は廃品回収で得た収益を活用しました。例会は毎月 10
日に行い、昼食後は雑談で楽しいひとときを過ごしま
す。コロナに打ち勝ち、心身ともに元気に活動に励ん
でいます。
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【3 校区ゲートボール大会】
　「当たった！ヤッタ！ はずれた、 ゴメン !」
　 第１ゲートの難関を通過した時は、ほっとすると
ともに気合いがみなぎります。ゲートボールは一打
ごとに歓喜の声とため息が響きます。大会は、巨勢・
蓮池・北川副の 3 校区老連持ちまわりで開催してお
り、5 チームの総当たりで順位を決めます。みんな
が毎年楽しみにしている行事で、メモリード様のサ
ポートもいただき感謝しております。今度こそ優勝
目指して頑張ります。

　久保泉校区老連では、昨年度までリズムダンスをしていました
が、今年度は男性も気軽に参加できる合唱に取り組んでいます。
　3 密に留意し、マスクを着用して練習に励んでいます。「あの人
が好きよ。死ぬまで一人にしないよ」と歌う時は、少し恥ずかし
い気持ちになりますが、歌詞や身ぶりを忘れないよう、これから
もみんなで楽しく頑張っていきます。

　私たちの町は、遺跡・山・公園・
神社など時代を作った人たちの
歴史と文化にあふれた風光明媚
な町です。この中で第五クラブ
は友貞・久富・土井側の 3 集落
からなり、花の植栽と管理、清
掃活動、旅行、ラジオ体操、グ
ラウンド・ゴルフ
大会、カフェ等の
活動を明るく楽し
く、元気よく行っ
ています。

　私たちの地区、西
中野には、誇れる西
中野天満神社があり
ます。神社の歴史を
兵庫町史に学ぶと、
時 は 元 禄 12 年 春、
大友宗麟は、肥前に侵攻し海陸から佐賀城を包囲した。龍造
寺隆信、鍋島直茂は西中野で道筋にあった祠に足を止め戦勝
祈願をし、今山の合戦で大勝利を収めた。これに報いるため
に新しく神社を建てて礼を尽くしたとある。私たち会員は、
歴史の語り部として月の初めを神社の清掃日と定め、会員
46 名の親睦と新会員の開拓に成果をあげています。公園内
ではペタンクやグラウンド・ゴルフの練習、自治会主催の体
協行事には率先してチームを作り、老人クラブのパワーを発
揮し、生涯現役を目指して楽しく活動しています。

　佐賀市の出前講座で講師を迎え「大人の
栄養バランス」についての講話を聴き、食
事は朝食をしっかりと食べ、元気な体と心
で過ごそうとお話がありました。5 月に植
え付けたさつま芋と枝豆を収穫して食材に
して料理を作り、みんなで一緒に楽しくお
いしく食べました。

北川副校区老連

巨勢校区老連 第七クラブ

金立校区老連
　高齢者スポーツ大会の一環
として「いごてだま大会」を
蓮池公園と公民館で開催しま
した。80 歳以上の部では、順
番を間違えたり、スタート位
置を注意されたり、てんやわ
んやの中で、口も体も動かす
白熱戦となり、最後までにぎ
やかな楽しいひとときとなり
ました。終了後は青空の下、
公園でお弁当を食べました。

蓮池校区老連

兵庫校区老連

久保泉校区老連
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　毎月第 2 火曜日、鍋島校区老連長生
会の女性部員 20 名による「花いっぱ
い美化活動」を行い、鍋島公民館の花
壇の花植え、除草を実施しています。
　公民館利用者や小学生の心が和むこ
とを願っています。

鍋島校区老連

新栄校区老連

【好生館と共催の夏祭り】
　平成 29 年度より、好生館との共催で毎年、
夏祭りを開催しています。夏祭りの企画・進行
を老人クラブが行い、メインの好生館の先生た
ちによる健康相談では、たくさんの人に利用し
てもらっています。
　他にも「飛び入り歌合戦」「焼きそば・焼き
トウモロコシ・ポップコーン等の露店販売」を
老人クラブが担当し、盆踊りも楽しんでいます。

嘉瀬校区老連 有重老人クラブ

　コロナ禍の影響で、なかなかクラブ
間の交流ができない日々が続いており
ますが、当クラブは思い切ってスポー
ツ大会を開催しました。
　当日は各クラブより多くの人が参加
し、笑顔ではつらつとした楽しい一日
を過ごしました。

若楠校区老連

諸富町老連

　初詣を含む一泊旅行を行いました。１日目は辰野金
吾記念館へ行き、呼子尾の上旅館で昼食をとり、グラ
ウンド・ゴルフ大会と表彰式、宴会を行いました。い
かの刺身が絶品でした。
　2 日目は、呼子朝市と鳴滝酒造を見学。唐津神社で
初詣をした後、唐津うまいもん市場ではバイキング形
式の昼食に舌鼓を打ちました。皆さんの笑顔があふれ
る大満足の旅行となりました。

【研修と親睦の日帰り旅行】
　11 月 14 日、九十九の
会会員 19 名が、ディー
フェスタ東与賀の施設で

「健康で長生き」するため
の講話を、たっぷりと聴
き、充実した時間を過ご
しました。
　昼食後は、東よか干潟
のシチメンソウの群生を
観光。ついでに、佐賀空
港コスモス園ま
で足を延ばし、
晩秋の有明を満
喫。楽しい一日
を過ごしました。

【チューリップ球根植え活動】
　活動組織は諸富いちもんめの会で、世話人 5 名は小杭地
区の会員です。
　この活動を通して、環境意識の向上や、交流を図っていま
す。町内各地区の高齢者等に呼びかけてチューリップの球根
を植え、その後は交流会を楽しんでいます。
　毎春、チューリップ祭りでにぎわい、多くの人が楽しまれ
ています。同時期には徐福ロードで桜が満開となり、とても
きれいです。
　この活動は、佐賀市の景観賞「特別表彰」を受賞しています。

高木瀬校区老連



佐 賀 市 老 連 第100号（14）令和3年2月

①�今秋はビオラを 6 種類、花苗 80 株を小学校
3 年生、自治会、老人クラブとの協働作業で
実施しました。「美しく咲いてね」と願いつつ。

②�恒例の第 35 回老連文芸大会を開催しました。
プログラム 5 番の合唱では、西古賀老人クラ
ブの歌などを声高らかに歌いました。

③ �7 月１日、田植えをし
て育てた稲も黄金色に
実りいよいよ収穫。そ
の他「しめ縄づくり」

「餅つき」を 5 年生の
児童たちと行い、汗を
流しました。

【絶やしてはならないゲートボール】
　富士町老連ではゲートボールが盛んに行わ
れています。最近、ゲートボールをする人が
少なくなっているようですが、富士町老連は、
競技人口が多く、地区では大会が実施されて
います。佐賀市老連全体としてもゲートボー
ルの競技人口が減り、大会を開催しても参加
チームが少なくなっていると聞きます。ゲー
トボールは団体競技で歴史あるスポーツです。
今後も絶やしてはならない競技だと思います。

【児童館の芋ほり】
　11 月 14 日、児童館の芋ほりを行いました。
6 月に芋苗植えを行い、その間も水やりや草取
り、つる返し等の手入れをし、ようやく念願の
さつま芋の収穫の日です。参加者は老人クラブ
の会長や女性委員会全員、また子どもたちの保
護者も含め計 30 名で楽しいひとときを過ごし
ました。今年は大変豊作で、子どもたちも大き
な芋を見つけては、驚いたり喜んだりとおおは
しゃぎの一日でした。収穫した芋は、参加者全
員で分け、自宅に持ち帰りました。

大和町老連　川上校区老連

富士町老連川副町南川副校区老連

三瀬村老連川副町西川副校区老連

平成 4年から続く
稲刈り実習

西古賀老人クラブ
の合唱（文芸大会）

もみじのような手で苗
植えをする小学3年生

　川上校区老連は大和町嘉瀬川西に広がる農村地帯で、柑
橘を中心とした地域です。かつて奈良時代には、肥前国庁
が置かれた所で栄の国の語源の発祥の地にもなった与止姫
神社がある古代のロマンあふれる地です。近年、老人クラ
ブでは会員減少が課題となっていますが、会員にとって魅
力的な活動をすることが会員減少に歯止めをかけることに
つながると思います。本年もコロナに負けず、用心しなが
ら、グラウンド・ゴルフ大会や親睦旅行などを行っていき
たいと思います。また、例会はサロンと組み合わせていろ
いろな催しを行っています。

【健康道場「百歳塾」】
　当初、自宅の小屋に鉄棒・ぶら下がり・足上
げ用具等を取り付けて自分の健康づくりをやろ
うと思って実施していましたが、三瀬村社協よ
り「村内のフレイルの方を参加させてくれない
か」との相談があり、令和元年 12 月に始めたの
が健康道場「百歳塾」です。会員約 20 名、サ
ポーター 8 名で村の健康センターにて週 1 回実
施しています。内容は、故郷の歌、ラジオ体操、
簡単体操、大声発生
練習、カラオケ等が
定番で、その他、風
船バレー、ダンベル、
ぶら下がり、足上げ
などを行っています。



佐 賀 市 老 連（15）第100号 令和3年2月

　東与賀町は、緑豊かな風土で、
野鳥の飛来数が日本一です。美
しい干潟を持つ有明海の自然を
大切にしながら、豊かな自然を
最大限に活用したまちづくりを
進めています。
　町内外の皆さんの憩いの場・
交流の場・自然とのふれあいと
体験の場として、干潟よか公園
では毎年秋に、海の紅葉シチメ
ンソウまつりを開催していま
す。今年も期間中（11 月１～
4 日）は、バルーンフェスタ会
場より無料バスも運行していま
す。
　ぜひ、東与賀
町へおいでくだ
さい。心温まる

「おもてなし」で
お迎えします。

　健康づくりの一環として「佐賀弁ラジオ体操」を準備運動で花
壇づくりの前に行っています。今年度の花壇づくりでは、男性会
員がトラクターで耕起し、堆肥や肥料をすき込んで土づくりを行
い、花苗を植栽しています。除草・草刈り等の花壇の手入れや水
かけなど、年間を通して手がかかりますが、見事な花が咲くと疲
れも吹き飛び、癒やされます。
　「健康・友愛・奉仕」の老人クラブの三大運動の目標として健
康づくりを推進し、会員同士で支え合いながら、奉仕活動で喜び
を感じ、地域の役に立てるようこれからも頑張っていきたいと思
います。
　コロナ禍が早く終息し、従来の楽しい活動ができることを心か
ら願っています。

　三瀬村老連育成会では、毎月
の例会にて「君が代」で始まり、
続いて「老人クラブの歌」と合
唱を行い、楽しい一日が始まり
ます。四方山話に花が咲き、仲
間と顔を合わせる機会を楽し
み、ひいては旅行へと発展しま
す。
　家の仕事も大事ですが、たま
に行く旅行は本当に楽しいもの
です。短い人生ながら貴重な時
間を今後も大切に生かしていき
たいと思います。

【らくがん菓子作り】
　念願だった評判のらくがん菓
子作りを開催しました。コロナ
禍のため、3 密を避け、マスク・
手袋の着用、手洗いを守り、Ｊ
Ａ南部営農センターの指導によ
り行いました。初めての挑戦で
したが、木型に入れてから取り
出す時の力加減が難しく、型崩
れしたり、配色した色合いが上
手く出なかったりと試行錯誤し
ながらも徐々に腕を上げ、最後
は見事ならくがん菓子ができあ
がりました。

西与賀校区老連

東与賀町老連
久保田町老連

三瀬村老連

　私たちは、会員同士の交流を
深め、楽しいクラブづくりを目
指しています。三大活動として
①�「健康」グラウンド・ゴルフ、

ペタンク、いご手玉等を活発
にしています。

②�「友愛」独居会員への助け合
い声かけ運動をしています。
また、クラブの財源確保のた
め、そうめんや、ちゃんぽんの販売活動をしています。

③�「奉仕」こども園、小学校のボランティアや、校区の公民館
の清掃活動をしています。

　現在、会員が減少していますが、これからも楽しいクラブを
ＰＲし、一人でも多くの仲間を増やす努力をしていきたいと思
います。

川副町中川副校区老連



佐 賀 市 老 連 第100号（16）令和3年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

校校

区区

活活

動動

紹紹

介介

　

勧
興
校
区
老
連
の
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
、
例
年
、
皆
さ
ん

が
と
て
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

行
事
で
す
。
今
年
度
は
突
然
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
諸
行
事
の
中
止
が
続
き
、

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
も
、
様
々
な
活

動
を
は
じ
め
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
も
中
止
を
決
め
ま
し
た
。
や

が
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
二
波
が
到
来
。
感
染
予
防
の
た

め
に
外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
、
高

齢
者
は
病
院
へ
の
通
院
も
ま
ま
な

ら
ず
、
在
宅
療
養
の
方
が
多
く
な

り
、
次
々
に
亡
く
な
る
と
い
う
思

わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
状
況
を
自
治
会
長
に
話
し

た
と
こ
ろ
「
感
染
予
防
対
策
を
忠

実
に
守
り
、
工
夫
し
な
が
ら
で
き

る
行
事
が
な
い
か
考
え
て
み
て

は
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
老
連
事
務
局
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
「
分
散
開
催
」
と

い
う
も
の
が
あ
る
と
教
え
て
い
た

だ
き
、
早
速
、
役
員
会
で
検
討
。

そ
し
て
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
応
募
者

が
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と

２
０
８
名
の
方
が
参
加
を
希
望
さ

れ
、
例
年
の
１
１
０
名
を
は
る
か

に
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

お
盆
が
過
ぎ
て
か
ら
、
思
い
切
っ

て
分
散
す
る
形
で
大
会
を
開
催
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
会
、
ペ
タ

ン
ク
会
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
会
、
ニ

コ
ニ
コ
体
操
会
、
集
ま
れ
水
曜
日

会
、
ダ
ン
ベ
ル
会
と
次
々
に
実
施

し
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

9
月
19
日
（
土
）
に
は
、
最
後

の
ま
と
め
と
な
る
大
会
を
勧
興
小

学
校
の
運
動
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
自
治
会
長
、
社
協

会
長
、
公
民
館
長
、
体
協
理
事
長

の
ほ
か
、
指
導
員
の
方
々
ま
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
り
、
校
区
の
友
愛
に

満
ち
た
心
に
残
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
予
想
外
の
参
加

者
増
に
応
え
る
形
で
、
コ
ロ
ナ
禍

に
打
ち
勝
て
る
よ
う
に
願
い
を
込

め
て
、
参
加
賞
の
配
布
を
企
画
し

ま
し
た
。
こ
の
企
画
を
佐
賀
玉
屋

の
田
中
丸
社
長
に
お
話
し
し
た
と

こ
ろ
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

佐
賀
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
の
丸
芳

露
、
逸
口
香
が
入
っ
た
「
吉
野
ヶ

里
」
を
選
定
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
に
配
付
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
て
も
喜
ん
で
受
け
取
ら
れ
、
企

画
し
て
よ
か
っ
た
と
嬉
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る
な
か

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
心
を

持
っ
て
い
る
方
が
多
い
と
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は

「
清
く
・
優
し
く
・
美
し
く
」を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
お
り
、
来
年
度

は
市
老
連
大
会
の
2
部
演
芸
会
に

向
け
て
頑
張
っ
て
練
習
を
し
、
盛

大
に
元
気
に
参
加
し
よ
う
と
、
み

ん
な
で
決
意
を
新
た
に
し
た
有
意

義
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
、感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勧興校区老連　会長� 徳久　定雄

工夫を凝らした
大盛況のスポーツ大会



佐 賀 市 老 連（17）第100号 令和3年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

２
０
０
４
年
か
ら
勧
興
校
区
の

自
治
会
長
を
務
め
て
い
る
熊
井
喜

好
（
き
よ
し
）
さ
ん
の
日
課
は
、

道
路
の
ご
み
拾
い
と
、
花
づ
く
り

同
好
会
が
管
理
し
て
い
る
勧
興
公

民
館
の
花
壇
の
お
世
話
で
す
。

　

雨
の
日
以
外
は
盆
や
正
月
も
関

係
な
く
、
朝
５
時
半
か
ら
、
八
幡

神
社
か
ら
婦
人
会
館
ま
で
の
道
路

の
ご
み
拾
い
を
30
年
間
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
捨
て
ら
れ
て
い
る

の
は
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
お
菓

子
の
袋
が
多
く
、
秋
に
は
一
日

で
、
ご
み
袋
３
袋
ほ
ど
が
落
ち
葉

で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

花
づ
く
り
同
好
会
は
、
春
と
秋

に
、
地
区
内
に
あ
る
５
カ
所
の
花

壇
に
花
を
植
え
て
お
り
、
熊
井
さ

ん
は
公
民
館
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
花
を
育
て
る
に
は
「
足
音
が

肥
料
に
な
る
」
と
学
び
、
毎
日
手

入
れ
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ト

レ
ニ
ア
や
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

が
花
壇
を
彩
り
、
立
派
な
ゴ
ー
ヤ

の
カ
ー
テ
ン
も
完
成
。
来
館
者
に

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

勧
興
校
区
老
連

地
域
美
化
に
励
む

�

熊
井
喜
好
さ
ん「公民館の緑のカーテン「公民館の緑のカーテン

は近年で一番のでき」は近年で一番のでき」
と目を細める熊井さんと目を細める熊井さん

　

日
本
で
は
高
齢
者
の
人
口
が

年
々
増
加
し
、平
均
寿
命
も
延
び
、

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
人
生
１
０
０

年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療

技
術
が
進
化
し
、
平
均
寿
命
は
さ

ら
に
延
び
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

老
後
の
生
き
方
も
様
々
で
す
。

仕
事
に
励
む
方
、
熱
意
を
持
っ
て

趣
味
に
あ
た
る
方
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
方
も
い
れ
ば
、
一
方
で
、

何
も
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
一
日

中
家
に
い
て
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、

雑
誌
を
読
む
方
も
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
黙
っ
て
た
だ
老
い

て
い
く
よ
う
な
人
生
で
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
方
々
に
申
し
ま
す
。
家
で

黙
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
認
知
症

や
病
気
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

よ
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
動
く
こ
と
。
散
歩
も
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
各
地
区
に
老
人

ク
ラ
ブ
が
あ
る
の
で
、
月
に
1
回

で
も
活
動
に
行
き
、
皆
さ
ん
と
談

笑
す
る
こ
と
は
、
脳
の
活
性
化
に

も
い
い
も
の
で
す
。
私
は
中
副
の

老
人
ク
ラ
ブ
（
竜
宮
会
）
に
参
加

し
、
皆
さ
ん
と
会
話
す
る
こ
と
が

楽
し
み
で
す
。
ク
ラ
ブ
で
何
か
一

つ
で
も
「
出
席
し
て
よ
か
っ
た
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を
披
露

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
人
間
の
体
の
60
％
は

水
分
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
体
を
健
康

な
状
態
に
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

久
保
田
町
老
連
「
老
人
の
日
に
因
む
作
文
集
」

い
き
い
き
元
気
作
文
集
よ
り

久保田町老連　竜宮会《中副》
野田　良弘（81歳）

「入って良かった」と
思えるクラブに

は
ど
ん
な
水
を
補
給
し
て
い
ま
す

か
？
私
は
自
然
の
水
が
体
に
一
番

良
い
と
思
い
、
こ
の
何
十
年
も
山

へ
水
を
買
い
に
行
き
、
飲
み
水
や

料
理
に
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
血
圧
は
別
と
し
ま
す
が
、
お

か
げ
で
体
は
健
康
で
、
毎
日
働
く

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
口
に
す
る
水
に
は

十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
来
年
度
も
元
気
な
姿
で
、
皆
さ

ん
と
お
目
に
か
か
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
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新
栄
校
区
老
連
で
は
、
会
員
同
士

の
連
帯
と
親
睦
を
図
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
校

区
老
連
独
自
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま

　

毎
年
10
月
に
な
る

と
、
佐
賀
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
佐

賀
市
文
化
会
館
で
、

１
４
０
０
人
規
模
の

会
員
が
参
加
の
も
と

「
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

を
開
き
ま
す
。
第
１
部
で
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
育
成
功
労
者
や
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
の
表
彰
な
ど
を
行
う
式
典
を
、
第
２

部
で
は
、
各
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
よ
る
多
彩
な
演
芸
大
会
を
繰
り
広

げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
度
は
、
２
月
頃
か
ら
広

が
り
は
じ
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
全
国
に
拡
大
。
佐
賀
で
も

感
染
者
が
発
表
さ
れ
る
状
況
と
な
り
、

大
会
の
開
催
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ
れ
で
も
事
態
の
好
転
を
期
待
し
、

開
催
を
前
提
に
、
各
校
区
で
は
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
、
８
月
に
は
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
を
35
名
く
ら
い
で
上
演
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
練
習
日
や
会
場
の
確

保
、
世
話
役
や
指
導
者
の
人
選
と
、
準

備
万
端
に
整
え
て
、
９
月
か
ら
の
練
習

を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
待
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
佐
賀
市
老
連
は

熟
慮
の
上
、
第
２
部
の
演
芸
大
会
を
中

止
す
る
苦
渋
の
選
択
を
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
私
た
ち
は
「
残

念
な
が
ら
今
回
は
空
振
り
に
終
わ
っ

た
が
、
来
年
度
の
演
芸
大
会
は
今
年
度

の
分
ま
で
取
り
戻
せ
る
よ
う
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」
と
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

演
芸
大
会
は
消
滅
し
ま
し
た
が
、
自

粛
す
べ
き
こ
と
は
自
粛
し
な
が
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
楽
し
い

行
事
を
編
み
出
し
な
が
ら
、
巣
ご
も
り

か
ら
脱
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

９
月
21
日　

佐
賀
新
聞

�

「
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
」
欄
よ
り

新栄校区老連
� 会長　青木　昭生

地域のため、健康のため

交
通
安
全
運
動
期
間
の
当
番

会
員
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

す
。
今
回
は
、
10
月
ま
で
に
開
催
し

た
２
つ
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　

役
員
会
で
、
各
ク
ラ
ブ
の
一
斉
立

ち
番
の
日
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
は
期
間
中
、
各
ク
ラ
ブ
が
自
主

的
に
登
校
時
に
立
ち
番
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

終
了
し
た
３
回

分
は
次
の
表
の

通
り
で
す
。

交
通
安
全
運
動

期　

間

一
斉
立
番

期
間
中
の

参
加
人
数

春

4
月
16
〜
25
日

4
月
6
日

１
３
７
名

夏

7
月
15
〜
24
日

7
月
15
日

１
５
０
名

秋

9
月
21
〜
30
日

9
月
23
日

１
０
３
名

新
栄
校
区
老
連

�

会
長　

青
木　

昭
生

コ
ロ
ナ
に
消
え
た
演
芸
大
会

　

９
月
20
日
（
日
）、
新
栄
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
会
員
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦
・
交

流
を
図
る
目
的
で
始
め
た
こ
の
大
会

も
第
６
回
を
迎
え
、
今
回
は
参
加
者

82
名
が
16
ホ
ー
ル
を

元
気
に
プ
レ
ー
し
、

練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

住まい住まい

医療

介護

生活支援・介護予防生活支援・介護予防

病気になったら…

介護が必要になったら…

いつまでも元気に暮らすために…

老人クラブ・自治会
ボランティア・NPO 等
老人クラブ・自治会
ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネージャー
・地域包括支援センター
・ケアマネージャー

■在宅系サービス
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護+訪問看護）等

■介護予防サービス

■在宅系サービス
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護+訪問看護）等

■介護予防サービス

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

認知症の人認知症の人

・急性期病院
・亜急性期・回復期
  リハビリ病院

・急性期病院
・亜急性期・回復期
  リハビリ病院

日常の医療
　・かかりつけ医
　・地域の連携病院

日常の医療
　・かかりつけ医
　・地域の連携病院

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

※地域包括ケアシステムは、おおむ
ね30分以内に必要なサービスが
提供される日常生活圏域（具体的
には中学校区）を単位として想定

通所・入所通所・入所

●団塊の世代が75歳以上となる2025年を目処に、重度な要介護状態となっても
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、
住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステム
の構築を実現していきます。

●今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生
活を支えるためにも、地域包括ケアシステムの構築が重要です。

●人口が横ばいで75歳以上人口が急増する大都市部、75歳以上人口の増加は緩
やかだが人口は減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じて
います。

●地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主
体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要です。

地域包括ケアシステムの姿

地域包括ケアシステム

通院・入院通院・入院

◆�団塊の世代が 75歳以上となる 2025 年を
めどに、重度の要介護状態となっても住み
慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最
後まで続けることができるよう、住まい・
医療・介護・予防・生活支援が一体的に提
供される地域包括ケアシステムの構築を実
現していきます。

◆�今後、認知症高齢者の増加が見込まれるこ
とから、認知症高齢者の地域での生活を支
えるためにも、地域包括ケアシステムの構
築が重要です。

◆�人口が横ばいで 75歳以上の人口が急増す
る大都市部、75歳以上の人口の増加は緩や
かだが人口は減少する町村部等、高齢化の
進展状況には大きな地域差が生じています。

◆�地域包括ケアシステムは、保険者である市
町村や都道府県が、地域の自主性や主体性
に基づき、地域の特性に応じて作り上げて
いくことが必要です。

校校

区区

活活

動動

紹紹

介介
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シンボルマークシンボルマーク
「末広鶴と日の丸」「末広鶴と日の丸」

老人クラブ会員章老人クラブ会員章

　鶴が両翼を扇 (末広 ) 状
に広げて、日章を担って
いる姿がデザインされて
います。高齢者の歩みは、
わが国を守り、家庭生活
を支えてきたものである
ことを表し、両翼が高齢
者の衰えぬ活動意欲を象
徴しています。

　会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブ
の誇りを示すシンボルであり、仲間との連帯
の印です。あなたも会員章を胸に、地域の担
い手として、いきいきと輝きながら、クラブ
活動を広げていきましょう。

仲間のしるし「老人クラブ会員章」
みんなでつけよう !

会員章は１個 1,000 円で販売しています。
お問い合わせは、佐賀市老人クラブ連合会事務局まで【TEL0952-32-2561】

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

終
戦
後
、
世
相
が
安
定
す
る
と
、
車

の
免
許
を
取
る
人
が
急
激
に
増
え
て
き

た
。
自
家
用
車
を
所
有
す
る
人
も
増
え

始
め
、自
動
車
学
校
は
繁
盛
し
て
い
た
。

　

昭
和
27
年
の
あ
る
日
、
会
社
が
終

わ
っ
て
か
ら
職
場
の
仲
間
4
人
と
一
緒

に
、
西
九
州
自
動
車
学
校
の
夜
間
の
部

に
入
学
し
た
。当
時
、車
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
者
は
少
な
く
、
会
社
で
も
専
門

職
以
外
は
誰
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

免
許
を
取
っ
て
こ
の
4
人
と
ド
ラ
イ

ブ
を
し
よ
う
と
計
画
し
、
九
州
縦
断
を

実
行
し
た
。
今
思
え
ば
、
無
謀
な
計
画

で
空
恐
ろ
し
い
。
当
時
は
戦
後
ま
も
な

く
、
わ
が
国
土
は
荒
れ
放
題
。
道
路
の

補
装
等
も
な
く
、
高
速
道
路
な
ど
夢
の

よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
。
鹿
児
島
ま
で

車
で
何
時
間
か
か
る
の
か
も
知
ら
ず
、

運
転
が
し
た
い
ば
か
り
の
一
念
だ
っ

た
。
今
の
よ
う
に
道
路
の
情
報
紙
が
あ

る
わ
け
で
も
な
く
、
縮
尺
5
万
分
の
1

の
九
州
地
図
が
頼
り
で
あ
っ
た
。
鹿
児

島
ま
で
の
距
離
を
車
の
走
行
キ
ロ
で
割

車
の
免
許
を
取
っ
て

�

九
州
縦
断
を
果
た
す

富士町老連
会長

古川　一男

富士町

り
出
し
、
所
要
時
間
を
求
め
る
く
ら
い

し
か
で
き
な
か
っ
た
。

　

当
日
は
、余
裕
を
も
っ
て
出
発
し
た
。

鹿
児
島
に
朝
早
く
着
き
、
ま
ず
城
山
か

ら
錦
江
湾
を
展
望
。
桜
島
の
噴
煙
を
見

て
火
口
近
く
ま
で
行
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
経
路
を
通
っ
た
の
か
覚
え
て
い
な

い
。
夜
中
、
山
の
中
の
曲
が
り
く
ね
っ

た
細
い
道
を
通
っ
た
記
憶
は
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
今
の
高
速
道
路
の
道
だ
っ
た

と
思
う
。
何
時
間
も
、
人
気
の
な
い
細

い
道
を
走
っ
た
。
今
思
え
ば
、
携
帯
電

話
も
な
い
時
代
、
連
絡
は
ど
う
す
る
つ

も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
は
考

え
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
最
南
端

の
指
宿
で
初
め
て
砂
風
呂
に
入
り
、
気

分
も
一
新
。
長
崎
鼻
か
ら
開
聞
岳
へ
と

周
り
、
反
対
側
の
佐
多
岬
ま
で
行
っ
て

南
国
情
緒
を
味
わ
い
、
大
満
足
の
な
か

帰
路
の
コ
ー
ス
に
入
る
。
10
号
線
で
日

向
灘
を
右
に
見
な
が
ら
、
一
路
、
北
に

向
か
っ
て
進
ん
だ
。

　

や
が
て
大
分
市
に
近
づ
い
て
き
た

頃
、
車
の
調
子
が
お
か
し
く
な
り
動
か

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
み
ん
な
素
人

ば
か
り
で
、
故
障
の
原
因
も
想
像
が
つ

か
な
い
。
自
動
車
学
校
で
は
、
エ
ン
ジ

ン
始
動
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
の
プ

ラ
グ
点
検
や
、
タ
イ
ヤ
の
交
換
く
ら
い

し
か
習
わ
な
か
っ
た
の
だ
。
幸
い
、
通

り
か
か
っ
た
車
に
お
願
い
し
て
便
乗

し
、
近
く
の
民
家
で
電
話
を
借
り
て
、

車
の
修
理
工
場
に
連
絡
。
現
地
に
来
て

も
ら
っ
た
。
30
分
ほ
ど
牽
引
さ
れ
、
大

分
市
の
修
理
工
場
に
着
い
た
。
す
ぐ
に

修
理
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら

「
ク
ラ
ッ
チ
盤
を
取
り
寄
せ
る
の
で
、
今

日
は
修
理
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
、び
っ

く
り
。
し
か
し
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
修
理
代
も
4
万
円
ほ
ど
か
か

り
、
現
金
払
い
と
の
こ
と
。
み
ん
な
で

出
し
合
っ
て
も
、
そ
ん
な
お
金
は
残
っ

て
い
な
い
。
も
う
一
晩
の
宿
賃
も
必
要

な
の
で
困
っ
て
い
る
と
「
地
元
の
人
の

紹
介
が
あ
れ
ば
」
と
言
わ
れ
、
仕
方
な

く
九
電
の
大
分
支
店
に
相
談
に
行
っ

た
。
受
付
で
事
情
を
話
し
た
ら
笑
わ
れ

た
が
、
同
じ
系
列
の
社
員
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
。
自
己
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
、

佐
賀
か
ら
と
い
う
こ
と
も
相
ま
っ
て
知

人
が
お
り
、
そ
れ
か
ら
の
消
息
な
ど
を

話
し
、
親
し
く
な
っ
た
。
早
速
、
修
理

工
場
に
来
て
も
ら
っ
た
ら
「
九
電
は
お

得
意
さ
ん
な
の
で
」
と
、
急
に
態
度
が

改
ま
り
、
代
金
は
送
金
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
九
電
の
大
分
支
店
で
は
笑
わ

れ
た
が
、
こ
ち
ら
は
真
剣
だ
っ
た
。

　

車
は
八
木
代
議
士
の
選
挙
カ
ー
を
無

料
で
借
用
し
て
い
た
が
、
結
局
は
こ
ち

ら
持
ち
で
ク
ラ
ッ
チ
盤
が
新
品
に
な
っ

た
の
で
、
本
人
は
も
う
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
は
内
緒
だ
が
、
整
備

士
の
話
で
は
ク
ラ
ッ
チ
盤
が
悪
く
な
る

の
は
、
半
ク
ラ
ッ
チ
を
使
う
回
数
が
多

い
こ
と
が
原
因
と
の
こ
と
だ
。
そ
れ
を

聞
き
、
我
ら
4
人
と
も
納
得
顔
。
改
め

て
運
転
の
難
し
さ
を
知
っ
た
。
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み
ん
な
で
つ
く
る
住
み
よ
い
巨
勢

巨勢校区老連
会長

生三　紀昭

巨  勢

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

巨
勢
校
区
は
佐
賀
市
の
東
部
に
位
置

し
、
純
農
村
地
帯
と
大
型
商
業
施
設
を

核
と
し
て
発
展
し
た
西
部
商
業
地
帯
を

あ
わ
せ
持
つ
地
域
で
、
人
口
５
５
０
０

人
、
世
帯
数
２
３
８
０
世
帯
、
高
齢
化

率
は
24
％
で
す
。
巨
勢
校
区
老
連
は
、

７
ク
ラ
ブ
、
３
０
１
名
で
構
成
さ
れ
、

日
々
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か

①�

校
区
老
連
役
員
会
（
毎
月
第
1
月
曜

日
）
の
開
催
。
校
区
老
連
の
会
報
を

毎
月
発
行
し
、
県
・
市
老
連
か
ら
の

伝
達
事
項
、校
区
老
連
事
業
の
計
画
・

報
告
、
町
内
関
係
機
関
と
の
事
業
な

ど
を
詳
し
く
掲
載
し
、会
員
に
周
知
。

②�
春
夏
秋
冬
、
四
季
を
通
じ
て
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
登
校
時
に
、
小
学

校
の
校
門
前
と
J
A
前
交
差
点
で
、

交
通
安
全
立
ち
番
指
導
と
声
か
け
運

動
を
展
開
。
小
学
生
か
ら
町
民
ま
で
、

元
気
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
す
。

③�

7
月
5
日
、
校
区
老
連
「
会
員
物
故

者
追
悼
会
」
を
、
巨
勢
町
平
尾
の
法

専
寺
に
て
開
催
。
ご
遺
族
、
会
員
な

ど
多
く
が
参
詣
す
る
中
、
故
人
を
偲

び
、し
め
や
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

④�

9
月
27
日
、
佐
賀
市
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
巨
勢
大
会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
）
を
、
巨
勢
公
園
多
目
的
広
場
に

て
開
催
し
、
町
民
80
名
が
参
加
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー
姿
を

見
せ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

⑤�

全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
に
あ

わ
せ
、
9
月
20
日
を
中
心
に
、
各
ク

ラ
ブ
・
支
部
に
お
い
て
地
域
環
境
美

化
奉
仕
活
動
を
実
施
。
幹
線
道
路
の

草
刈
り
、
空
き
缶
拾
い
、
ご
み
拾
い
、

遊
園
地
や
公
園
の
除
草
・
清
掃
、
河

川
敷
の
草
刈
り
・
清
掃
な
ど
を
行
い
、

美
し
い
ま
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
地
域
や
自
治
会
の
認
知
度
も
高

く
「
継
続
は
力
な
り
」
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

⑥�

10
月
23
日
、
市
民
運
動
広
場
に
て
開

催
さ
れ
た
佐
賀
市
交
通
安
全
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
。
各
校

区
か
ら
26
チ
ー
ム
２
０
０
名
の
参
加

が
あ
り
、
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
、
巨
勢
校
区
は
校
区
役
員
・
ク
ラ

ブ
役
員
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
出
場

し
、
全
員
が
持
ち
前
の
実
力
を
発
揮

し
て
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
選

手
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
事
故
の
な
い
「
住
み
よ
い
巨

勢
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

巨
勢
校
区
老
連
の
特
色
あ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

①�
令
和
２
年
12
月

　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
巨
勢
大
会

　
（
第
2
回
大
会
・
室
内
競
技
ス
カ
ッ

　

ト
ボ
ー
ル
・
い
ご
て
だ
ま
）

②�

令
和
３
年
２
月

　

校
区
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

移
動
支
援
事
業

は
、
高
齢
者
の
通

院
や
買
い
物
な
ど

の
移
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
業
で

す
。

　

近
年
、
高
齢
化

に
よ
る
「
ひ
と
り

暮
ら
し
」
や
「
高

齢
者
の
み
の
世

帯
」
が
増
加
す
る

一
方
で
、
郊
外
へ

の
大
型
店
の
進
出

な
ど
に
伴
い
、
地
域
の
小
売
店
が
撤
退

し
て
い
ま
す
。
巨
勢
町
で
も
、
交
通
の

便
が
悪
い
た
め
に
買
い
物
に
多
大
な
時

間
と
負
担
を
要
し
、
外
出
を
困
難
と
感

じ
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
令
和
元
年
６
月
、
自
治
会
、

民
生
委
員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福

祉
協
議
会
、巨
勢
公
民
館
の
５
団
体
で
、

移
動
支
援
に
関
す
る
準
備
会
を
発
足
。

巨
勢
町
と
し
て
支
援
が
で
き
な
い
か
、

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
民
生

委
員
会
へ
の
利
用
対
象
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
調
査
依
頼
や
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い

る
市
内
に
、
校
区
の
事
業
の
説
明
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
情
報
収
集
等
に
努

め
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
活
動
状
況

今
後
の
活
動
予
定

巨
勢
町
移
動
支
援
事
業

「
コ
セ
べ
ん
り
か
ー
」運
行
開
始

し
令
和
2
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
予
定
し
て

い
た
行
事
が
延
期
ま
た
は
中
止
と
な

り
、計
画
通
り
に
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

コセべんりかーで地域を支えますコセべんりかーで地域を支えます



佐 賀 市 老 連（21）第100号 令和3年2月

　

北
川
副
校
区
長
寿
会
連
合
会
は
、
６

単
位
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
１
３
３
名
の
連

合
会
で
す
。
会
員
の
減
少
や
、
役
員
の

後
継
者
不
足
な
ど
で
ク
ラ
ブ
自
体
が
解

散
に
追
い
込
ま
れ
、
会
員
増
強
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
。
み
ん
な
で
会
員
増
強

に
つ
な
が
る
活
動
を
思
考
錯
誤
し
た
結

果
、
全
員
が
顔
を
そ
ろ
え
、
楽
し
く
過

ご
せ
る
行
事
が
良
い
の
で
は
と
思
い
、

北
川
副
校
区
長
寿
会
連
合
会
の
メ
イ
ン

の
活
動
と
し
て
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
社
会
福

祉
協
議
会
、
体
育
協
会
、
公
民
館
な
ど

の
支
援
を
得
て
、
老
若
男
女
３
５
０
名

前
後
が
小
学
校
体
育
館
に
集
ま
り
ま

す
。
み
ん
な
で
鯛
釣
り
や
玉
転
が
し
、

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
、
会
員
の
皆

さ
ん
も
腰
の
痛
み
を
忘
れ
、
勝
利
を
目

指
し
て
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
11
月
６
日
に
開
催
し
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
室
外
で
行
い
、
さ
ら
に
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
約
60
名
の
み
の
参
加
と

し
ま
し
た
。
姿
、
形
は
変
わ
り
ま
し
た

が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
数
々
の
賞
品
に
加

え
て
、
お
茶
と
弁
当
を
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う

な
様
子
に
、
体
育
部
長
を
は
じ
め
、
本

部
役
員
一
同
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

賞
品
は
、
団
体
賞
3
位
ま
で
と
個
人
賞

5
位
ま
で
の
ほ
か
、ラ
ッ
キ
ー
賞
、ブ
ー

ビ
ー
賞
、
当
日
賞
、
最
高
齢
を
表
彰
し

ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
会
場
の
周
辺
で
約
５
㌔

を
歩
き
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
事
前
協
議
の
際
、
大
会

参
加
者
よ
り
「
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
を
招

き
入
れ
て
は
ど
う
か
。
入
会
を
勧
め
る

手
段
に
し
た
い
」
と
の
発
案
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
は
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
、
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
の
こ
と
を
言
え
ば
鬼
が
笑
う

で
し
ょ
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
こ

と
を
期
待
し
、
従
来
の
よ
う
な
大
会
が

行
え
る
こ
と
を
念
じ
て
、
会
員
増
強
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
令
和
元
年
10
月
「
巨
勢
町
移

動
支
援
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
町
づ

く
り
協
議
会
へ
移
動
支
援
へ
の
助
成
に

関
す
る
対
応
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
移
動
支
援
事
業
に
取
り
組
む
方

針
や
作
業
工
程
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
、
運
輸
局
等
の
行
政
へ
の
折
衝
や
申

請
、
町
内
福
祉
施
設
へ
協
力
を
依
頼
。

そ
し
て
令
和
２
年
10
月
１
日
「
コ
セ
べ

ん
り
か
ー
」の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

車
両
は
４
人
乗
り
の
乗
用
車
で
、
町
内

の
「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
優
雅
縁
Ｍ
Ａ
Ｘ

Ｉ
Ｍ
Ａ
」か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
免
許
返
納
が
増
え

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。安
全
を
第
一
に
、

利
便
と
継
続
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
目

指
し
て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

困
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
社
会
の
一

員
と
し
て
、
ま
た
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
学

び
「
道
に
迷
っ
て
家
に
帰
れ
な
い
」
方

な
ど
に
勇
気
を
出
し
て
笑
顔
で
声
を
か

け
、
大
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
を
対
象
に
し
た

「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座
」

　

巨
勢
町
づ
く
り
協
議
会
福
祉
健
康
部

会
に
て
、
城
東
中
学
校
1
年
生
を
対
象

に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
お
た
っ
し
ゃ

本
舗
の
城
東
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

に
よ
る
指
導
を
も
と
に
「
劇
団
オ
レ
ン

ジ
」
を
結
成
し
、
寸
劇
を
通
し
た
講
座

で
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

◎
講
座
の
内
容

◎
講
座
に
参
加
し
た
中
学
生
の
感
想

　

認
知
症
と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
で
「
覚
え
ら
れ
な
い
、
忘

れ
て
し
ま
う
、
時
間
や
場
所
の
感
覚
が

な
く
な
る
、
道
に
迷
っ
て
家
に
帰
れ

な
く
な
る
」
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
前
に
自
分
で
言
っ
た
こ
と

を
忘
れ
、
初
め
て
の
こ
と
の
よ
う
に
繰

り
返
し
同
じ
話
を
さ
れ
る
方
も
多
く

い
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
受
け
止
め
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
認
知
症
の
方
で
も
感
情

な
ど
は
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
、
優
し

く
笑
顔
で
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
安
全

を
確
保
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
安
心

さ
れ
ま
す
。
ご
近
所
の
方
や
知
り
合
い

な
ど
、
皆
さ
ん
の
身
近
に
も
認
知
症
で

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
授
業
を
受
け

て
、
認
知
症
の
人
に
会
っ
た
ら
「
驚
か

せ
な
い
、
急
が
せ
な
い
、
自
尊
心
を
傷

つ
け
な
い
」
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
で
も
認
知
症

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し

た
。
優
し
く
声
を
か
け
、
大
人
に
知
ら

せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ゲートボールの様子ゲートボールの様子

ス
ポ
ー
ツ
で
会
員
増
強
を

北
川
副
校
区
長
寿
会
連
合
会

副
会
長
・
会
計
係

�

西
津
　
昇

北川副
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地
域
の
た
め
新
た
な
活
動
に
挑
戦

諸富町老連
野町老人会
会長

澤野　兵五

諸富町
　

私
た
ち
野
町
老
人
会
は
、
諸
富
町
老
連

の
中
で
も
会
員
数
が
少
な
く
、
現
在
は
31

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に
伴

い
、施
設
へ
入
所
し
て
い
る
会
員
も
増
え
、

日
頃
、
活
動
に
参
加
し
て
い
る
会
員
は
、

そ
の
約
半
数
に
あ
た
る
14
名
な
い
し
15

名
と
い
う
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
先
輩
方
か
ら
引
き
継
い
で
き
た

「
で
き
る
だ
け
毎
月
１
回
は
顔
を
合
わ
せ
、

安
否
確
認
と
世
間
話
を
し
よ
う
」「
老
人

ク
ラ
ブ
と
し
て
、

地
区
の
維
持
・

発
展
の
た
め
に

役
立
つ
こ
と
を
、

何
か
１
つ
で
も

い
い
か
ら
取
り

組
も
う
」
と
い

う
目
標
の
も
と
、

諸
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

当
然
、
諸
富

町
老
連
全
体
で

行
わ
れ
る
9
月

の
「
大
運
動
会
」

と
、
11
月
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」、
２
月
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
発

表
会
」
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
単
位
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
も
「
総
会
」「
新
年
会
」「
各
種
研

修
会
」
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
平
成
19
年
か
ら
は
、
野
町
自

治
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
「
農
地
・
水
・

環
境
整
備
事
業
」（
農
水
省
・
県
の
補
助

事
業
）
の
中
の
、
環
境
整
備
事
業
の
一

環
と
し
て
「
花
壇
の
植
栽
管
理
」
を
本

会
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
今
ま
で
15

年
間
続
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

約
10
年
前
か
ら
は
、
地
区
の
子
ど
も
会

に
も
参
加
を
お
願
い
し
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

一
緒
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
世
代
間
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
月
か
ら
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
」
に
よ
り
、

ど
う
な
る
も
の
か
と
心
配
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
戸
外
で
の
活
動
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
三
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
の
着

用
は
も
と
よ
り
、
手
指
の
消
毒
等
を
徹

底
し
な
が
ら
、
５
月
29
日
（
日
）
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
会
か
ら
の
出
席
が

や
や
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
公
民
館

周
辺
の
花
壇
に
は
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」

や
「
日
日
草
」
を
は
じ
め
、５
種
類
の
花
々

２
０
０
鉢
を
移
植
。
ま
た
、
地
区
内
の

通
学
路
の
そ
ば
に
は
「
ひ
ま
わ
り
」
の

種
子
を
ま
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

子どもと一緒に花苗植え子どもと一緒に花苗植え

　

幸
い
、今
年
度
は
適
度
な
降
雨
も
あ
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
、

植
え
た
花
は
満
開
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
な
か
で
も
「
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
」
は
、
11
月
ま
で
美
し
く
咲
き
誇
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
地
区
の
小
学

生
の
「
朝
の
見
守
り
」
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
各
班
（
既
存
の
６
班
で
持
ち
回

り
。
各
班
年
間
約
２
回
の
対
応
）か
ら
１
、

２
名
の
会
員
が
毎
月
1
日
と
15
日
の
２

回
、地
区
の
出
口
で
あ
る
四
差
路
に
立
ち
、

子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な

が
ら
、
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
活
動
で
、
思
う
よ
う
に

声
か
け
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徐
々

に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
ど
う
な

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
区
に
お
け
る

本
会
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

方
向
性
を
見
出
す
も
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
世
の
中
が
多
様
化
し
、
加
え

て
定
年
の
延
長
な
ど
が
加
わ
り
、
新
規

会
員
の
勧
誘
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
地
区
の
皆
さ

ん
方
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
「
地
区
を

支
え
る
基
礎
的
な
組
織
」
の
一
つ
と
し

て
認
識
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
が
、
私

た
ち
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

活
動
を
通
し
て
「
野
町
老
人
会
」
を
地

域
に
広
め
て
い
き
ま
す
。

　令和 2 年度より、単位老人クラブへ支給される補助金が改定されま
した。１人の会員が１名以上の会員を増やせば補助金を増やすことが
できます。みんなで力を合わせ、楽しい老人クラブをつくりましょう。

単位老人クラブ
補助金について

令和 2年度より補助金内容改定

会員数30名未満� 23,280円
会員数30名以上� 46,560円

《改定前》令和元年度まで
会員数30名未満　� 23,280円
会員数30名以上 60名未満　�46,560円
会員数60名以上 90名未満　�69,840円
会員数90名以上� 93,120円

《改定後》令和2年度から
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赤
松
校
区
は
11
町
区
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
佐

賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加
入
し

て
い
る
の
は
、
北
水
ヶ
江
町
区
（
北

南
2
ク
ラ
ブ
）
と
西
城
内
町
区
の
3

単
位
ク
ラ
ブ
で
、
会
員
数
80
名
と
い

う
コ
ン
パ
ク
ト
な
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

赤
松
校
区
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
の
活
動
が
盛
ん
で
、
年
間
の
4

大
事
業
で
あ
る
鯱
の
門
コ
ン
サ
ー
ト
、

鯱
の
門
ま
つ
り
、
赤
松
校
区
運
動
会
、

餅
つ
き
、
し
め
縄
作
り
に
は
多
く
の

方
が
参
加
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
積
極

的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
昨
今
の
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
大

き
な
行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

　

長
生
会
で
は
、
毎
年
12
月
に
「
米

寿
を
祝
う
会
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
12
月
２
日
に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
米
寿
の
対
象
者
15
名
の
う

ち
、
８
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
下
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
人
生

を
竹
に
例
え
て
「
人
生
に
も
竹
に
も

鯱
の
門
ま
つ
り
の
代
わ
り
に
、
11
月
14

日
に
は
赤
松
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
（
車
中
映
画

会
）
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
老

人
ク
ラ
ブ
も
、
会
場
整
理
や
準
備
に
携

わ
り
ま
し
た
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
に
も
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
北
水
ヶ
江
町
区
の

2
ク
ラ
ブ
で
は
、
3
カ
月
に
1
回
、
合

同
で
誕
生
会
を
開
催
し
、
毎
回
、
市
役

所
か
ら
の
出
前
講
座
や
、
健
康
推
進
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
（
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
や
囲
碁
手
玉
）
な
ど
を
行
い
、
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
11
月
の
誕
生
会
で

は
、
市
役
所
に
お
願
い
を
し
て
出
前
講

座「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
」

を
開
催
し
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

西
城
内
町
区
の
「
わ
か
く
す
会
」
も
、

第
2
木
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
西

城
内
公
民
館
で
集
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
民
謡
と
、次
の
月
に
は
「
吹
き
矢
」

と
「
輪
投
げ
」
の
練
習
を
行
い
、
拍

手
と
笑
い
が
絶
え
な
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
火

曜
日
の
午
後
か
ら
は
、
赤
松
公
民
館

で
「
麻
雀
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
に
限

ら
ず
広
く
募
っ
て
い
る
の
で
、
会
員

の
勧
誘
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

規
模
が
小
さ
い
校
区
老
連
で
す
が
、

み
ん
な
で
活
発
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
節
目
が
あ
り
ま
す
。
米
寿
を

過
ぎ
て
も
、
ま
だ
5
つ
の
節
目
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
皇
寿
を
目
指
し

て
、
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
祝
吟
が
披
露
さ
れ
、
米
寿
対
象

者
へ
記
念
品
を
贈
呈
。
米
寿
の
方
々

は
お
祝
い
の
品
を
受
け
取
り
、
嬉
し

そ
う
に
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

来
賓
の
方
々
か
ら
も
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
最
後
は
米
寿
代
表
の
加
茂
吉
春

様
か
ら
、
元
気
な
姿
で
謝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
の
祝
宴
で
は
、
日
舞
や

カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ン
ト
等
が
披
露
。
芸

達
者
な
皆
さ
ん
の
出
し
物
に
、
会
場

は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
大
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
会
長
の
音
頭
で
長
生
会

定
番
の
「
北
国
の
春
」
を
、
出
席
者

全
員
が
手
を
つ
な
い

で
踊
り
、
万
歳
三
唱

で
閉
会
。
み
ん
な
で

和
気
あ
い
あ
い
と
長

寿
の
お
祝
い
を
し
、

会
員
同
士
の
絆
が
強

ま
っ
た
会
と
な
り
ま

し
た
。

これからもお元気でお過ごしくださいこれからもお元気でお過ごしください

スポーツ吹き矢スポーツ吹き矢

輪投げ輪投げ

ク
ラ
ブ
は
小
さ
く
と
も

�

い
き
い
き
元
気
に
活
動
中

�

赤
松
校
区
老
連

赤  松

米
寿
を
お
祝
い

�

笑
顔
あ
ふ
れ
る1
日
に

高
木
瀬
校
区
老
連
　
長
生
会

高木瀬
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「佐賀市 老連だより 」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ

よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
「
佐
賀
市
老
連
だ
よ
り
」
が
、
今

号
で
つ
い
に
１
０
０
号
の
大
台
を

迎
え
ま
し
た
。
年
２
回
発
行
で
数

え
る
と
、
50
年
の
長
き
に
わ
た
り

ま
す
。
佐
賀
市
老
連
は
昭
和
38
年

４
月
に
発
足
し
、
今
年
で
57
年
目

と
な
り
ま
す
。
昭
和
53
年
ま
で
は

年
に
１
回
広
報
紙
を
発
行
し
、
昭

和
54
年
か
ら
年
に
２
回
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

延
々
と
続
く
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
、
諸
先
輩
方
に
熱
く
敬
意
を
表

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
一
層
団
結
し
、
楽

し
い
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
若
手
高
齢
者
や
女
性
会
員

の
活
性
化
が
必
要
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
事
務
局
）

西田　良穂（80）西田　良穂（80） 山田　末敏（75）山田　末敏（75）真崎　重子（83）真崎　重子（83）

コロナに負けず生きがい発揮コロナに負けず生きがい発揮

【写真の部】真島　輝幸（81）【写真の部】真島　輝幸（81）

井
上
　
學
（

井
上
　
學
（
8383
））

【写真】
最優秀賞

峯松　淳美（87）峯松　淳美（87）

【手芸】
最優秀賞

【工芸】
最優秀賞

【書】
最優秀賞

【絵画】
最優秀賞

市老連市老連
会長賞会長賞

第第
1515
回
佐
賀
市
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展

回
佐
賀
市
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展

　

第
15
回
佐
賀
市
高
齢
者
趣
味
の

作
品
展
が
、
12
月
17
日
（
木
）
か

ら
20
日
（
日
）
ま
で
、
佐
賀
市
立

図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
絵
画
・
写
真
・
書
・

手
芸
・
工
芸
の
５
部
門
で
、
卓
越

し
た
作
品
2
0
3
点
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
の
目
を
惹
き
つ
け
ま

し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
「
表
彰
式
に
は
参
加
し
な

い
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
の
で

中
止
と
し
、
作
品
の
返
却
時
に
賞

状
と
賞
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。


